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１．はじめに 

 平成２０年８月１４日から１５日にかけて、庄内地方を襲った局所豪雨により、山形自動車道 酒田地区で 

供用路線を巻き込んだ大規模な切土法面崩壊が発生した。その規模は、長さ約 100ｍ、高さ約 20ｍ、崩壊土量 

は約 4,000㎥に達し、このため庄内空港ＩＣ～酒田ＩＣ間が約３８時間にわたって通行止めを余儀なくされた。 

災害発生当時の状況は図１～２のとおりである。 

２. 災害発生時の気象 

 図３は現場付近にある当時の山形自動車道 黒森赤川橋観測所の雨 

量データである。８月１４日９時の時点で日本海に前線が停滞し、そ 

こに南からの熱帯低気圧が大量の湿った空気を持込んだことによるも 

ので、早朝から断続的に降り始め、１５日未明にはそのピークが一気 

に加速し、時間雨量５８mmという猛烈な雨により、法肩上部の隣接 

地から酒田市の道路（市道）を含んで泥流状に崩壊した。 

 

 
●図１――切土法面崩壊全景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
●図２――切土法肩上部の崩壊状況●図３――黒森赤川橋観測所雨量データ  

３．土質と崩壊原因 

 そもそも切土法面が崩壊する原因には、① 素因 と ② 誘因とがあるが、その原因を究明すべく、崩壊 

した現地法面から試料採取を行って、物理試験と力学試験を実施した。 

 表１はその結果である。物理的性質では、日本統一土質分類の「砂」に分類され、粒度は２mmふるい通過 

百分率が 99.4％で、単粒に近いものである。 

なお、建設段階での土質調査報告書によると、N値が１０～２０程度と低く、雨水や浸透水等による浸食に 

弱い性質で、崩壊が起こりやすいことが判明した。 

 次に、今回切土法面が崩壊した原因は、総合的な観点から整理すると、次のようになる。 

① H９年１０月３０日の開通以来の豪雨により、切土法肩に設置されていた浸透式側溝が、流出量に対し 

て、その処理能力が小さいため、浸透能力を超えて越流した。 
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② 法面を構成している土質は、前述のとおり浸食に弱く、且つ固結度が低い「砂丘砂」である。 

以上の要因が相まって、崩壊部の飽和化が進み、法面の安定度が低下して崩壊したものと推察される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●表 1 試験結果一覧表 

４．復旧対策 

４－１．隣接地排水を勘案した排水計画の見直し 

 今回の災害では、開通当初に比べ、切土法肩周辺の土地利用状況が大きく変化していて、特に法肩上部の 

隣接地からの崩壊となった。このことから、対策にあたり土地所有者の許可を得て、周辺一帯の詳細測量を 

行った後、集水面積及び雨水による流出量の再チェックをして、排水計画の見直しを実施した。 

 更に、崩壊箇所は道路がサグ部となって、隣接地からの排水が全て一箇所に集中するため、既設の法肩に 

ある浸透式側溝の改良（側溝の底部にコンクリートを打ったものとした）と高速道路側の法面に、新たに３ 

箇所の縦溝を増設して、排水の分散化を計った。 

４－２．復旧工法 

 本復旧にあたっては、①隣接地からの排水の確実な処理 ②法肩にある側溝からの越流や跳水がない構造 

への改良 ③十分な透水性を持った材料（Ｃ４０－０）の採用等にポイントをおいて、図４に示すような大 

型ふとんかごと通常ドレーンかごと呼ばれるマット状のふとんかご及び板状排水材等により復旧を行った。 

 

●図４――復旧工法の概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．おわりに 

 今回の災害では、東北大学大学院 風間教授の他、ＮＥＸＣＯグループ関係者の皆様方のご協力により、 

応急復旧から約３ヶ月余りの短期間で、１１月末に完成したことに対し、改めて感謝の意を表します。 
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